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高知西高校の国際バカロレアの導入について（案）         高等学校課 

１ 国際バカロレア（ＩＢ）とは 
世界各国の卒業生に国際的に通用する大学入学資格を付与す

る仕組み。国際バカロレア機構（ＩＢＯ）が運営。 
 
【ＩＢプログラム】 
○ ＩＢには、年齢に応じて３つのプログラムがある。 

① ＰＹＰ(初等教育プログラム)：３歳～12歳  

② ＭＹＰ(中等教育プログラム)：中１～高１ 

③ ＤＰ(ディプロマ・プログラム)：高２・３ 

○ ＩＢプログラムは、国際バカロレア機構（ＩＢＯ）による高

度な国際教育プログラムであり、厳格な学習評価を行う。 
 
【基本理念】 
○ ＩＢ教育の目指す学習者像 

１ バランスのとれた人      ６ 心を開く人 

２ 思いやりのある人       ７ 道義心のある人 

３ コミュニケーションができる人 ８ 振り返りができる人 

４ 探求する人          ９ 挑戦する人 

５ 知識のある人         10 考える人 

○ コミュニケーションの重視 

・ 全教員がコミュニケーションの教員としての授業を実施 

・ 数学および科学におけるコミュニケーション力の育成 

・ 構成力とプレゼンテーション力の育成 

○ 多文化の理解 

・ 海外文学作品を取り扱う授業 

・ 国際交流行事の実施 

○ ホリスティックな学習（全体的・包括的な学習） 

・ 重要概念を意識した授業 

・ 実際の社会とのつながりを考えた授業 

＊ 知識を詰め込むのではなく、自分で学べる子どもを育て

る。概念を理解することで、活用力を育成し、知識の質を大

切にする。 
 
【教科の評価】 
○ 教科毎にＩＢＯによる評価規準が示されており、総合評価と

して７段階の評価をつける。 

○ 事前に評価規準を生徒に示し、課題には何が求められている

かを生徒に示す。 
 
２ ＩＢの今後の方向性 

○ 文部科学省はＩＢ認定校を今後５年間で２００校に増やす

計画を発表。 

○ 文部科学省による連絡協議会を立ち上げ、ＤＰと学習指導要

領との整合性を確保した教育課程の研究が行われている。 

国際バカロレアとはどんなプログラムか 

【ＤＰの概要】 
○ ＤＰでは、ＤＰ試験の結果に基づいて大学入学資格とな

るＤＰ資格が授与される。 

○ ＤＰ資格は、４５点満点のうち２４点以上で認定 

○ 合格しなかった場合は、２年間再試験ができる。 

○ コア科目として、課題論文、知識の理論、創造性・活動・

奉仕が必須科目である。 

○ ６領域（第１言語、第２言語、個人と社会、実験科学、

数学、芸術）から一つずつ選択し、６科目の履修が必要。

芸術に代えて、その他の領域から選択することができる。 

＊ ６科目のうち、３科目は英語で実施。 

○ IBのシラバスに基づいて、授業を行う。 

○ DP認定試験は、５月と１１月の２回実施している。 

○ 試験は、IBが指定する試験官が採点する。 

 
【ＤＰ資格による大学進学の例】 
 ○ ＤＰ資格は、イギリスでは大学の教養学部を修了したも

のと見なしているなど高い位置づけにある。 

○ 国公立大学では大阪大学、岡山大学でＤＰ資格による入

学が可能。今後、実施大学は増加する見込み。 

 ○ 国内ＩＢ校進学実績例（ＩＢクラス２０名弱） 

＜２０１３年の実績＞ 

早稲田大学、立命館大学、青山学院大学、玉川大学、明

治大学、獨協大学、法政大学 

クイーンズランド大学（豪）、ブリティッシュコロンビア

大学（加）、セントアンドリュース大学（英）、ヨーク大学

（英）、ファッションインスティテュート大学（米） 

 ＜これまでの実績＞ 

ハーバード大学、エール大学、マサチューセッツ工科大学、

コロンビア大学、ペンシルベニア大学、デューク大学、ロ

ンドン大学、エジンバラ大学、トロント大学、カリフォル

ニア大学バークレー校など 

 ＊国内ＩＢ校のホームページより 

ディプロマプログラム（ＤＰ）とは 

１ グローバル教育科（GE科） ８０名 
（１）学科の特色 
  将来のグローバル人材を目指し、国際バカロレアのＤＰ資
格の取得も視野に入れたカリキュラム。生徒の進路に応じて
海外大学への進学もできる英語運用能力を育成。 

 

（２） 教育内容 
 ○中学校で学んだことを基に、生徒が自ら課題を発見し、課

題解決に向けたプロセスを実践できる力を身に付ける学
習を推進する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○大学との連携 
（大阪大学、高知大学、高知工科大学、高知県立大学を予
定、グローバル課題の提供、留学生との交流） 

 ○姉妹校への留学 
○海外での長期研修の充実 

１ 学校の特色 
将来、グローバル社会で活躍できる人

材としての基礎を身に付けるために、ま
ず基礎学力の定着を図り、自ら考え、自
ら課題を発見し解決できる素養を養う。
また、コミュニケーションツールとして
の英語の運用能力を高められる基礎を育
成する。 

 
２ 教育内容 

○生徒が自ら考え、表現する場面を授業
に多く取り入れた学習で思考力、判断
力、表現力を育成する。（探究型学習） 
・ コミュニケーションの重視の授業 

・ プレゼンテーションなどの訓練 

・ 体験活動の充実（ボランティア活
動など） 

・国語、社会、数学、理科についても
ＩＢの指導方法や評価方法を導入 

○英語の「聞く」、「話す」、「読む」、「書
く」の能力を高め、高校で英語による
授業にも対応できるよう基礎づくりを
する。 

・多文化の理解（海外文学作品を取り
扱う授業、国際交流行事の実施） 

   ・ 英語力の向上を目指し、ＴＯＥＦ
Ｌ５７点（英検準２級相当）を取得
することを目標 
※ＴＯＥＦＬは満点１２０点 

高知西高校（入学定員２８０名） 高知西中学校（仮称）（入学定員８０名） 

２ 普通科（２００名） 
（１）学科の特色 

グローバル教育の視点から探究活動や国際交流を充実する。 
 
（２）教育内容 
 
 
 
 
 
 
○大学との連携 

（大阪大学、高知大学、高知工科大学、高知県立大学を予定、
グローバル課題の提供、留学生との交流） 

 ○姉妹校との交流（フレンズスクール） 

○海外研修の充実（オーストラリア２週間程度） 

ディプロマプログラム 
（２０名） 

○ＩＢのカリキュラムを実
施。 

グローバルプログラム 
（６０名） 
○グローバル問題に関する探
究活動と探究論文 

○体験活動 

・海外の大学へ入学できる
だけのＴＯＥＦＬ８０
点以上（英検準１級相
当）の取得を目標 

プレディプロマプログラム 
（８０名） 

○ディプロマプログラムを
見据えたカリキュラム 

○探究活動と探究論文 

○体験活動 

○ＴＯＥＦＬを基軸とした
英語指導 

・ＴＯＥＦＬ７０点以上
（英検２級相当）の取
得を目標 

１年生 ２，３年生 

平成３０年度開校 平成３３年度グローバル教育科を設置 

○コミュニケーション
を重視した授業 

○体験活動 

○課題探究論文 

○文系、理系の類型を置き、
生徒の進路実現を支援 

１年生 ２，３年生 

※教育センターの協力校としてキャリア教

育や英語教育の研究校の役割を担い、研究

開発した成果を公立中学校に普及し、中学

校教育の牽引役を果たす。 

高知西高校で学んだ生徒が目指す姿 

○ 郷土を愛し、その発展に貢献できる人材 

 ・ グローバル人材としての素養を身に付け、地域や社会に

も広く目を向け、課題を発見し、自ら解決策を探り、協働

してその解決に取り組むことができる地域を支えるリー

ダーを育成する。 

 ・ 国内の国公立大学をはじめ、生徒の進路実現に向けた進

学できる力をもった生徒 

 

○ 高い志をもち高知から世界へチャレンジできる人材 

 ・ 高い志をもって世界に目を向け、社会をリードするグロ

ーバルリーダーとなる人材を育成する。 

 ・ 海外大学への進学も含めて、グローバル社会で活躍する

ために必要な素養と学力を身に付けた生徒 
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国際バカロレアのディプロマプログラム（ＤＰ）認定校へのスケジュール（案） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
国際バカロレア 

ＤＰ認定 

検討期間 

資料収集、教育計画及び組織の立案、教員研修への参加 

 

候補校の申請 
候補校の期間 

候補校の認定 

国際バカロレア機構

による支援 

認定の申請 

 

認定校 

審査 

高知西中学校（仮称）の開校 

○ 国際バカロレアの手法の導入 

（討議形式の授業、プレゼンテーション、課題論文など） 

○ 英語運用能力を高める取組 

高知西高等学校の学科改編 

（グローバル教育科（仮称）の設置） 

○ 国際バカロレアのディプロマプログラムの導入 

○ 学校全体としてグローバル人材の育成に取り組む 

○ 英語運用能力を高める取組 

教員の採用 ○ 英語以外の教科を英語で授業することが可能な教員の採用（例：理数系の大学院卒業者） 
○ IBの DP資格をもつ又は IBプログラムを経験した教員の採用（例：国内外のインターナショナルスクールなど IB校を卒業した者） 

       ○ 英語をネイティブとする教員の採用 
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改
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高知西中学校（仮称）の整備 

基本設計 実施設計 建設工事 

国際バカロレア認定校への長期派遣研修 

国際バカロレア認定校での短期研修（１週間程度の研修を予定） 

国際バカロレアのワークショップ研修 

中学校における国際バカロレアを見通したカリキュラムの開発 

（討議形式の授業、プレゼンテーション、課題論文など） 

高等学校における国際バカロレアのディプロマプログラムのカリキュ

ラム開発（バカロレアのシラバスと学習指導要領の調整） 

グローバル人材の育成に向けた学校全体の取組 

○ グローバル人材を育成に全校で取り組むためのカリキュラム開発（プレゼンテーションや討論の手法を取り入れることよる授業改善、総合的な学習の時間を活用した課題探求と論文の作成など） 
○ 大阪大学、高知大学、高知工科大学、高知県立大学との連携の強化  ○ 海外の姉妹校（ザフレンズ校）や大学との交流の強化  ○ グローバル教育の県民（保護者等）へのＰＲ 
 
＊ 国の支援事業（スーパーグローバルハイスクール事業 指定期間５年間）の活用による学校全体の取組の充実 

学
校
全
体
の
取
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